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伊藤雅昭 先生

を
立
ち
あ
げ
、
２
０
２
３
年
に
腹
腔

鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｒ

（
ア
ン
サ
ー
）」
を
世
に
送
り
出
し
た
。

通
常
の
腹
腔
鏡
手
術
は
医
師
3
人
を

必
要
と
す
る
が
、
ア
ン
サ
ー
が
助
手

役
を
務
め
れ
ば
医
師
1
人
で
執
刀
で

き
る
。
ま
た
遠
隔
操
作
型
の
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
に
比
べ
る
と
低
コ
ス
ト

な
の
も
利
点
だ
。
が
ん
手
術
は
も
ち

ろ
ん
医
師
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
地
方

の
医
療
現
場
を
支
え
る
技
術
と
し
て

も
期
待
が
か
か
る
。

　
Ａ
Ｉ
を
生
か
し
た
技
術
創
出
に
も

力
を
注
ぐ
。そ
の
一
つ
が
、
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

Ｊ
ｍ
ｅ
ｅ
ｓ（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
ズ
）に
よ
る
、

内
視
鏡
手
術
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　
手
術
中
に
切
除
し
て
は
い
け
な
い

部
位
を
見
え
る
化
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

24
年
に
薬
事
承
認
を
取
得
し
た
。

手
術
の
巧
拙
は
執
刀
医
の
技
量
に
頼

る
部
分
が
大
き
か
っ
た
が
、
Ａ
Ｉ
が

客
観
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
こ

と
で
よ
り
安
全
な
手
術
が
可
能
に

な
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
発
の
新
た
な
医
療
機
器

は
、
日
本
の
医
療
が
抱
え
る
課
題
を

解
決
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

「
み
な
さ
ん
の
寄
付
は
長
期
的
な
研
究

開
発
の
助
け
に
な
り
ま
す
。
頂
い
た

寄
付
に
ふ
さ
わ
し
い
価
値
を
社
会
に

還
元
す
る
と
お
約
束
し
ま
す
」

　
世
界
に
先
駆
け
た
技
術
開
発
で
が

ん
医
療
を
効
率
化
し
、
患
者
さ
ん
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
貢
献
し
て
い
く
─
─
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院
に

設
置
さ
れ
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
医
療
機
器
開

発
セ
ン
タ
ー
は
、
先
進
的
な
医
療
機

器
を
生
み
出
す
開
発
拠
点
だ
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
医
療
機
器
開
発
推
進
部

門
長
の
伊
藤
雅
昭
先
生
は「
病
院
内

に
開
発
拠
点
を
置
く
こ
と
が
最
大
の

強
み
で
す
。
現
場
を
熟
知
し
た
医
師

が
主
導
す
る
た
め
、
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
技
術
開
発
が
可
能
。
こ
こ
か
ら

複
数
の
医
療
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　
伊
藤
先
生
自
身
、
外
科
医
と
し
て

の
経
験
を
基
に

手
術
支
援
ロ
ボ

ッ
ト
の
開
発
を

手
掛
け
た
。
東

京
大
学
の
研
究

者
と
と
も
に
医

療
ベ
ン
チ
ャ
ー

お問い合わせ

医
師
不
足
へ
の
打
ち
手
と
な
る

国
産
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

熟
練
医
の
デ
ー
タ
を
生
か
し
て

Ａ
Ｉ
が
手
術
を
サ
ポ
ー
ト

技術開発で医療の壁を越えて
「がんに負けない国へ。」

国立がん研究センターは約60年に渡り、日本のがん医療をリードし続け
ている。なかでも先進的な医療機器開発に取り組むのが、同センター東
病院に設置されたNEXT医療機器開発センター（以下、NEXT）だ。
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